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論文要旨： 
 心房細動に対するカテーテル治療として，クライオバルーンを用いた冷却による肺静脈隔離術が盛 
んに行われている．しかしながら，横隔神経障害（PNI)が最も頻度の高い合併症として挙げられ，横隔
神経麻痺に繋がる可能性もあり，かつ的確な防止対策も未だ明らかではない．そこで著者らは，PNI が
最も発生しやすい右上肺静脈クライオアブレーション中の透視画像による 28mm 径クライオバルーンと
心陰影の位置関係に着目し，PNI 発生率との関係を後方視的に検討した．症例は連続 165 人で，PNI    
を右上肺静脈隔離で 9.7％，右下肺静脈隔離で 1.8％の頻度で認めた．本研究において着目してクラ  
イオバルーンの位置と心陰影との関係の検討では，クライオバルーンが心陰影の外の突出しているほ 
ど高い PNI 発生率を認めた．したがって，PNI 発生防止のためには，心陰影の内側での肺静脈バルー   
ン閉塞による肺静脈隔離術を行う必要性が示唆された． 
 
審査過程： 
① 評価基準(バルーン位置と心陰影の関係，独自法)に関する質問に対し適切に回答できた． 
② クライオバルーンのサイズや新旧デバイスの違いに関して適切に回答できた． 
③ 横隔神経ペーシングの位置の違い(従来法:独自法)による特性に関して適切に回答できた． 
④ 肺静脈や上下大静脈内への心筋細胞の進展(心房細動の発生原因)に関して適切に回答できた． 
⑤ 治療による食道損傷に関する質問にも適切に回答できた． 
⑥ バルーン位置の違いによる治療効果への影響に関しても適切に回答できた． 
 
価値判定： 
本研究は，心房締動に対するクライオバルーン治療において最も高頻度に発生しうる PNI の発生に 
ついて，先ず独自の評価基準（クライオバルーン位置と心陰影との関係）を用いて発生機序を明らかに
した点，かつ，その結果において，クライオバルーンの位置を心陰影内に納めることで PNI を防止でき
る可能性を示唆した点で，学位論文として十分な価値を有すると判断いたします． 
 
